
放課後等デイ

20191018

評価

（1～4を記入）

１．できていない

２．あまりできていない

３．概ねできている

４．できている

工夫点または、課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1 14

① 3

② 3

③ 3
・これまで書面やり取りが多かったが、下半期より面談、家

庭訪問を取り入れた。今後も継続

④ 3

⑤ 2
・人権という点で、呼称の統一ができていない。最低限敬

称については、どの場面でも徹底

2 16

① 4

② 4

③ 2
・室内敷居の段差あり。玄関アプローチコンクリート割れあ

り。要改修

④ 3

⑤ 3

3 8

① 4

② 1
・公民館祭りには参加しているが。地区の会費払い、近所

付き合いは良好

③ 1

④ 1 ・福祉分野の連携は最低限できているが、それ以外はない

⑤ 1 ・過去には行っていたが、今はしていない。

4 16

① 4

② 3 ・既定の書類等の保管先の周知は不十分

③ 3
・不調者がいた。現場から相談したが、管理者や他サービス

職員に現場をみてもらい、意見が欲しい

④ 3 ・個人希望の研修参加少ない

⑤ 3

5 15

① 3
･呼称で不適切な場面もある。最低限のルールの徹底が必

要。敬称は必ずつける

② 3

③ 3

④ 3

⑤ 3

6 12

① 3
・基本的に行うこと、行ってはいけない、最低限のことは全

職員で共有

② 3

③ 2
・マニュアルはあるが、運用実態が少ない。活用してこそ、有

効

④ 2

⑤ 2

7 13

① 2
・計画、実行、評価など単発で業務的に行う傾向強い。順

番にサイクルさせる習慣をつけていく

② 3

③ 3

④ 4

⑤ 1
・完全な部外者でなくても、法人内の管理者、サービス職

員に現場を見てもらい、意見をもらう

サービス提供時に得られた事柄を、マニュアルや手順書の見直しに反映させている。

この「自己点検チェックリスト」の結果を、事業所の会報やホームページ等で公開している。

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている。

保護者の意見を把握するための評価表、アンケート調査等を実施し、その結果を業務改善につなげている。

防犯マニュアル、感染症対応マニュアルを策定して運用している。

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている。

安全確保のためのヒヤリハット事例集を作成し、職員間で共有している。

業務改善の仕組みがある

業務改善を進めるために、PDCAサイクルに広く職員が参画している。

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切である。

事業運営の理念・方針が設定され、職員間で遵守されている。

事業所の設備等について、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化の配慮が適切になされている。

障害特性に応じて個室化やスペース分けができている。

療育に必要な遊具やツールの整備、視覚的に有効な掲示等がなされている。

社会参加・地域連携に取り組んでいる

障害児ゆえに子供の社会生活や経験の範囲が制限されないよう、子供の社会経験の幅を広げる機会を作っている。

地域において、地区の役割や行事などに関わっている。

社会資源を活用し、地域における障害児や保護者のニーズを掘り起こし、対応を図っている。

児童発達支援センター、療育、医療、保育、教育、自立支援協議会、地域の児童クラブ、などさまざまな関係機関・団体

と連携し、地域における支援のネットワーク作りに取り組んでいる。

事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開かれてた事業運営を図っている。

職員の支援体制を整えている

サービス提供に必要な人員を配置している。

職員数の配置数は適切である。

障害者福祉に関する法令、子供の人権、職業倫理、社会保障、消防等事業の運営に係るすべての関係法令を遵守して

いる。

事業所自己点検チェックリスト［放課後デイサービス事業所］

チェック項目

環境・体制整備を行っている

サービス提供方針を明確にしている

障害児に対して学校や家庭と異なる空間・時間・人・体験を通じて、個々の子供に応じた支援を行うことで最善の利益の

保障と健全な育成を図っている。

保護者が障害児を育てる社会的支援や子育ての悩み等に相談に乗るなど保護者支援を行う。

運営規程や活動内容、個別支援計画等の内容について、利用者に正しく説明を行い、同意を得ている。

子供の地域社会への参加、インクルージョンを進め、他の子供たちも含めた集団での育ちを保障している。

身体拘束について、組織的決定がなされ、子どもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後等デイサービス

計画に記載し、職員間で共有している。

職員が心身ともに健康で意欲的に支援を提供できるような労働環境を整備している。

職員の知識・技術の向上のために、研修等の機会を確保している。

職員間の意思疎通、支援内容の共有等を行うための時間や機会を日常的に確保している。

権利擁護・虐待防止に取り組んでいる

職員による利用者への暴言や差別等の不適切行為を防ぐため、支援者間で支援を振り返り、意識を高めている。

職員による利用者への虐待行為を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしている。

利用者からの苦情に対する「苦情解決体制」やマニュアルが整備されている。

虐待防止委員会の設置等、職員による虐待・差別行為の防止を徹底している。

個人情報の取り扱い、秘密保持に十分注意している。

緊急時の対応のための備えができている

「緊急時対応マニュアル」が策定されており、利用者の事故やケガ等が生じた際の対応を行っている。



放課後等デイ

8 15

① 3

② 3

③ 3

④ 3

⑤ 3
・毎日、学校から様子を聞くが、ケース記録的にも分けて書

いていない。今後、学校、事業所分けて書いてみる

9 15

① 3

② 3

③ 3

④ 3
・イラストを入れるなど、原則に沿って子供たちが喜んで見る

書式に変える。固定観念にとらわれずオリジナル性を出す

⑤ 3

10 15

① 3

② 3

③ 3

④ 3
・特に平日は選択の幅が狭い。視野と発想を広げ取り組み

たい。

⑤ 3

11 15

① 3

② 3
・テレビを活用しよう。療育ツールソフトの映像を流すなど活

動に活かせる

③ 3

④ 3

⑤ 3

12 14

① 3

② 3

③ 3

④ 2

・高校卒業児童の成人サービス移行の会議の開催を要請

しよう。相談支援に任せきらず。まず、法人内のケースでや

ろう。加算になる

⑤ 3

13 12

① 3

② 3

③ 2

④ 3

⑤ 1
・自分たちのスキルでは難しい。LINEを活用して保護者の

研修の案内を周知したりはすぐにできる

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等により、保護者同士の連携を支援している。

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速

かつ適切に対応している。

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対してペアレント・トレーニング等の支援を行っている。

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの発達の状況や課題について共通理解を持っている。

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業所から障害福祉サービス事業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の

情報を提供する等している。

他の放課後等デイサービス事業所との共通で支援する子供についての情報交換を行っている。

保護者支援を行っている

保護者からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている。

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信していいる。

放課後等デイサービス計画の作成を適切に行っている

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋｽ計画を作成している。

放課後等デイサービス計画の内容は、相談支援専門員が作成したサービス等利用計画の内容と連動している。

日々の支援に関して正しく記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている。

平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ細やかに設定して支援している。

放課後等デイサービス計画の際にできるだけ保護者に伝わりやすく、子供が関心を持てる表現を用いている。

定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの必要性を判断している。

ｱｾｽﾒﾝﾄにそって、子どもと保護者のﾆｰｽﾞや課題を客観的に分析して、計画書を作成している。

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、子どもの下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブ

ル発生時の連絡）を適切に行っている。

適切な支援の提供を行っている

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行われる支援の内容や役割分担について確認している。

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日行われた支援の振り返りを行い、気付いた点等を共有している。

活動プログラム作成を適切に行っている

活動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの立案をﾁｰﾑで行っている。

活動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが固定化しないよう工夫している。

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にその子どもの状況に精通した最もふさわしい物が参画している。

これまでの生育歴や支援経過も念頭において、聞き取りを行っている。

子供に関係する部署、機関、家族、ボランティアなどから情報を収集している。

平日、休日、長期休暇に応じて、目的を決めて設定して立案している。

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの総則の基本活動を複数組み合わせて立案を行っている。

新たな活動プログラムの作成のために幅広く情報を集めている。

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの総則の基本活動を踏まえ、子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて支援を行っている。

関係機関や保護者との連携を図っている

アセスメントを適切に行っている　

ｱｾｽﾒﾝﾄを適切に行い、子ども心身の状況やアレルギー、障害特性等を適切に把握している。と保護者のﾆｰｽﾞや課題を客

観的に分析している。

子どもの適応行動の状況を図るために、標準化されたｱｾｽﾒﾝﾄﾂｰﾙを使用している

保護者にアセスメントの趣旨と今後の手順を適切に説明し、丁寧な聞き取りを行っている。



放課後等デイ

チェック項目 評価（合計）

1 1.サービス提供方針を明確にしている 14

2 2.環境・体制整備を行っている 16

3 3.社会参加・地域連携に取り組んでいる 8

4 4.職員の支援体制を整えている 16

5 5.権利擁護・虐待防止に取り組んでいる 15

6 6.緊急時対応のための備えができている 12

7 7.業務改善の仕組みがある 13

8 8.アセスメントを適切に行っている 15

9 9.放課後等デイサービス計画の作成を適切に行っている 15

10 10.適切な支援の提供を行っている 14

11 11.活動プログラム作成を適切に行っている 15

12 12.関係機関や保護者との連携を図っている 14

13 13.保護者支援を行っている 12

合計 165

／260

※この「自己点検チェックリスト案」は、平成30年度厚生労働科学研究費補助金「障害者の福祉的就労・日中活動サービスの質の向上のための研究」を通じて作成したツールであり、

結果については、一定の目安として、今後の自事業所の取り組みを振り返るにあたって参考にしていただくものです。
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